
 

全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 樹神グループ       活動期間：21 年 1 月～4月（♯3政治センター幹事会報告） 

産業目線 

【活動項目】       ②企業誘致 【活動テーマ】         ウェルネスバレー計画の推進 

到達目標 

 

・行政と連携した、健康づくり、医療、福祉、農と食、新産業育成など様々な分野において、隣接する東浦町と共に取組を推進。 

・この地域に健康長寿に関する一大拠点を確立し、先進的な取組を情報発信できるまちづくりとする。 

 

前回まで 

活動状況 

 

・令和 3 年度（２０２１年度）予算への反映を要望する要望書を市長へ提出。 

・条例に基づく奨励措置の継続実施 

 

 

 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

予算委員会において、質疑を行った。 

ウェルネスバレー計画を推進するために、以下の項目をフォローしている。 

① 推進協議会の運営 

ウェルネスバレーに立地する関係機関、東浦町・国・県等の公的機関との意見交換を 

定期的に実施する。将来像を推進協議会（年 1 回開催）にて共有する。 

② ヘルスケア産業の創出支援 

  医福工連携のマッチング支援を実施。 

  ヘルスケア製品開発に協力できるよう、実証フィールドを提供。 

③ 交流・にぎわいの創出（予算委員会で確認） 

  市民に手軽に参加できるウォーキングを活用して、ウェルネスバレーをめぐるコースを 

  設定。また子育て世代も参加できるようなショートコースも設定。（秋開催予定） 

  様々なイベントで、ウェルネスバレーの市民への認知度向上を図る。 

④ 土地利用の促進 

運営ワーキンググループの開催（土地利用に係る庁内、東浦町との情報連携）（年 1 回） 

⑤ 産業立地促進条例に基づく奨励措置の継続 

第 4 次大府市都市計画マスタープラン（令和 2 年３月策定）の着実な進行フォローを 

行っている。 

⑥ 国にスーパーシィ構想「大府市デジタルウェルネス構想」を応募（令和 3 年春頃結果判明） 

企業誘致の観点から、ウェルネスバレーとは別に隣接する東海市と協業して、土地開発を実施 

予定。隣接する高速道路などを活用した物流を含めた企業の進出を促す。［右図］ 

【東海市と協業して進める 

⼤府⽊の⼭⻄部⼯業地区整備計画】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活動 

・令和 3 年度当初予算のチェック･フォロー 

・一般質問の実施 

・常任委員会での質疑 

・所管部署のヒアリング 

大府市 所属議員 三宅佳典・大西勝彦・野北孝治 

今回の進捗 

【 〇】 
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全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 樹神グループ       活動期間：21 年 1 月～4月（♯3政治センター幹事会報告） 

組合員目線 

【活動項目】  ⑤子育て・教育 【活動テーマ】      子育て環境の充実 

到達目標 
・『きらきら』の精神の醸成 

・子育て支援と高齢者支援として、三世代家族の充実 

前回まで 

活動状況 

・保育園の待機児童ゼロ対策として、保育園増設または定員増の要望 

・市民クラブ政策要望にて、小中学校普通教室空調整備、体育館の空調整備等要望 

 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

・待機児童対策 

① 民間の保育園を誘致して、待機児童ゼロを継続させる。 

   民間の保育園の増に伴い、各年齢受け入れ数を増加。待機児童ゼロを継続。 

② 老朽化した二つの保育園を統合新設する計画をフォロー。（令和 5 年度開園予定）［右図］ 

・教育環境対策 

① 小学校体育館の空調設置（政策要望の実現） 

   小学校の体育館に、避難所環境対策・児童熱中症対策として、令和 3 年度市内 9 小学校 

   のうち 4 小学校にＬＰガスで稼働する空調機を設置。残りの 5 小学校については、 

令和 4 年度に設置予定。（※市内全中学校（4 校）体育館・武道場に空調機設置済） 

② 少人数学級について（予算委員会で確認） 

   令和７年度までに、小学校全学年を３５人学級とする。 

   教室の増加分は対応可能、教師の確保に向けて取組んでいく。（常勤教師を要望） 

③バリアフリー化対策（一般質問にて確認） 

   車いすを利用して、外から体育館へ入れるようにスロープ等で可能としている。 

多機能トイレは、市内 13 校中 11 校に設置済。エレベーターは、4 校に設置済。 

   今後は法改正に伴い、計画的にバリアフリー化に向けて整備を検討する。 

・子育て対策 

①「おおぶ祖父母手帳」の配布について（予算委員会で確認） 

   子育ての基礎知識（昔と今の子育ての違い）、孫と行ける公園の紹介などの内容を記載 

予定。母子手帳と一緒に配布。 

② 臨時特別出産祝金の延長（予算委員会にて確認）令和４年４月１日まで 

   新型コロナウイルス感染症の影響が長期化していることを踏まえ、子育てに係る生活支援 

   として、子ども１人につき 10 万円を支給する臨時特別出産祝金を１年間延長。 

【老朽化した吉田保育園と米田保育園を 

統合新設する新しい保育園】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

今後の活動 

・令和３年度当初予算のチェック･フォロー 

・一般質問の実施 

・常任委員会での質疑 

・所管部署のヒアリング 

 

大府市 所属議員 三宅佳典・大西勝彦・野北孝治 

今回の進捗 

【〇】 
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２．２９期（後） 取り組みテーマについて 

 

（１）産業目線 産業目線①～④項目から選択 

大府市取り組み項目  ②企業誘致 
 

大府市取り組みテーマ ウェルネスバレー計画の推進 

 

（２）組合員目線 組合員目線①～⑥項目から選択 

大府市取り組み項目 ⑥子育て・教育 
 

大府市取り組みテーマ 子育て環境の充実 

 

選定理由・背景・思い 組織内議員の具体的取り組み内容 

【選定理由】 

ウェルネスバレー計画は大府市のまちづくりにおいて、産業政策の根幹をなすものであり 

大府市の未来を左右する重要な計画である。 

企業誘致に向けて、福祉施設の機能を移動させ起爆剤とする。 

【思い】 

現状では、この計画の進展があまり見られないため今後は、隣接する東浦町と力を合わせ 

愛知県・国との連携を深め、強力に推進していく必要がある。 

 

一般質問や予算・決算審査において、ウェルネ

スバレー計画の進捗をチェックし、計画実現に

向け推進していく。 

選定理由・背景・思い 組織内議員の具体的取り組み内容 

【選定理由】 

私たちの支援者の多くは組合員であり、その多くが子育ての真っ只中である。 

そのため、子育て、教育に関する相談が多く寄せられている。 

軽自動車の負担軽減により、子育てをよりしやすい環境をつくる。 

【思い】 

支援者の問題を解決する事が、労働組合の組織内議員としての最大の使命である。 

自動車関係諸税（市町で取り組める軽自動車税）を下げる活動としたい。 

 

個別の案件に対しては、暮らしの相談に対応

し、一般質問や予算・決算審査において、子育

てしやすいまち大府市をつくる事に取り組んで

いく。 

－43－

（参考）大府市　テーマ登録背景


